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四 季の変化が楽しい公園
都市農業公園が生まれ変わります

かつては農村地布であ った 肓2脊区。区制50
周年を記念し、オ集プ ンした都市農業公

園が、 荒j 11のスーパー堤g5建設を褥劑こ。10
月22日改自T 事を終えて、新しく生まれ

変わります。園内には、自然や環境に関し
て学ぺる 自然環塊翦、 ハープの謇り漂うハ-
プ園も同時 オープ ン。四季折々の草木・や
花の 観賞 、美しい公園でのピ クニック、の
んびりと芦牛広場で涓ごす、どれを 選ぶか
はあなたしだい。新しくな 。た都市農業公
園をよろしくお願いします。

▲ 所在地= 鹿浜2 ―44
▲ 交通機関= 西新井駅西口 か
ら 東 武バ ス都 市 農 業 公園 行
き終 点下車

ひ
ろ
～
い
広
場
で
の
ん
び
り
と

公
園
中
央
に
広
が
っ
て
い
る
の

は

、
芝
生
の
広
場

。
そ
の
広
場
を

囲
む
よ
・つ
に
植
え
ら
れ
た
木
は
五

色
桜

。
4

月
上
旬
に
は
五
色
の
桜

が
咲
き
乱
れ
ま
す

。
お
弁
当
を
持

参
す
れ
ば
ち
ょ
つ
と
し
た
ピ
ク
ニ

ッ
ク
気
分
に
も
…
。
公
園
に
は
桜

の
ほ
か
に
梅
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
も
値

え
ら
れ
て
い
て

、
四
季
折
々
楽
し

め
ま
す
。足

立
の
農
業
・
自
然
を
知
ろ
う
!

自
然
環
境
館
・
農
具
展
示
室

園
内
に
は
、
区
に
現
存
し
て
い
た
古

民
家
・
納
屋
を
復
元
し
、
昔
の
農
機
具

な
ど
を
展
示
し
た
農
具
展
示
室
、
自
然

や
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
資
料
や
パ
ネ

ル
の
展
示
を
行
う
自
然
環
境
館
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
畑
や
田
ん
ぼ
で
は
、
さ

つ
ま
い
も
と
も
ち
米
を
栽
培
し
、
収
穫

時
に
は
、
そ
れ
ら
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

迫
力
満
点
!
　

1
8
.
4
mの
ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り
台

公
園
に
は
、
楽
し
い
遊
具
も
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ロ
ー
ラ
ー
す
べ

ひ
台
は
、
全
長
が
1
8・
4
m
あ
り
、
ス

リ
ル
満
点
。
そ
の
他
、
小
さ
な
お
子
さ

ん
が
楽
し
め
る
遊
具
も
用
意
し
て
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
と
の
お
散
歩
コ
ー
ス
に

い
か
が
で
す
か
?

他
に
も
施
設
が

ぞ
く
ぞ
く
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

都
市
農
巣
公
園
に
は
、
紙
す
き
、
染

め
物
、
陶
芸
な
ど
を
体
験
で
き
る
工
房

館
、
緑
の
相
談
所
、
熱
帯
温
室
、
動
物

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
1
や
バ
ー
ド
ハ
ウ
ス

な
ど
が
開
設
に
向
け
準
備
中
で
す
。
本

格
的
な
オ
ー
プ
ン
は
平
成
8
年
4
月
ご

ろ
の
予
定
で
す
。
楽
し
み
に
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
公
園
課

(
3
8
8
0
)
5
2
6
1

もうすぐオープンの工房館

都
市
農
業
公
園
開
園
式
典
お
よ
び

荒
川
・
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
姉
妹
河
川

提
携
構
想
発
表
記
念
植
樹
祭
開
催

荒
川
の
ス
ー
パ
ー
堤
防
建
設
を
機

会
に
大
改
造
さ
れ
た
都
市
農
巣
公
園

完
成
を
記
念
し
、
開
園
式
典
を
開
催

し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
式
典
に
あ
わ
せ
、
荒

川
の
五
色
櫃
を
縁
と
す
る
荒
川
と
ア

メ
リ
カ
・
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
の
姉
妹
河

川
提
携
を
す
す
め
る
た
め
、
ア
メ
リ

カ
か
ら
さ
く
ら
の
女
王
を
迎
え
記
念

楓
樹
祭
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
式
典
の
ほ
か
物
産
店
・

心
き
即
噐

や
襖
罌

・
ふ
れ
あ
い

励
物
園
な
ど
、
楽
し
い
催
し
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
-
1
0
月
2
2
日
(
日
)
、午
前
9
時

2
0
分
～
午
後
3
時
場
所
―
都
市
農

業
公
園

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
関
整
課
計
回
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

白
寿
の

お

祝
い

今
年
、
区
内
で
は
1
0人

の
方
が
白
寿
(
9
9歳
)
を
迎

え
ま
し
た
。9
月
6
日
、区

長
や
助
役
が
そ
れ
ぞ
れ
の

お
宅
を
訪
問
。
長
爵
証
と

記
念
品
の
焼
物
、
紫
色
の

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
手
渡

し
ま
し
た
。
今
年
白
寿
を

迎
え
た
方
々
は
次
の
方
々

で
す
(
9
月
6
日
現
在
。

敬
称
略
)
。

柴
崎
シ
カ
、矢
萩
三
保

三
、赤
井
ミ
ツ
、後
藤
t

る
ゑ
、
菅
沼
春
吉
、
杉
原

勝
、
鈴
木
す
ぎ
、
梨
本
ト

セ
、
向
井
助
一
、
坂
本
ハ

ナ

≪
高
齢
者
福
祉
係
≫

葦
立
ち

そ
れ
ぞ
れ
の
5
0年

先
日
、
一
冊
の
文
集
を
頂
戴
し

ま
し
た
。
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
日
の
出
の
「
そ
れ
ぞ
れ

の
5
0年
」
で
す
。こ
れ
は
、
セ
ン

タ
ー
開
設
一
周
年
と
戦
後
5
0年
を

記
念
し
て
、
機
能
訓
練
や
入
浴
サ

ー
ビ
ス
な
ど
に
通
う
利
用
者
の
方

々
が
、
自
分
の
歩
み
や
足
立
の
こ

と
に
つ
い
て
綴
っ
た
も
の
で
す
。

不
自
由
な
手
に
鉛
筆
を
握
ひ
、

あ
る
い
は
家
族
の
口
述
筆
記
な
ど

で
綴
ら
れ
た
と
い
う
文
は
、
素
朴

で
率
直
で
、
胸
を
打
た
れ
ホ
y
。

淡
々
と
番
か
れ
た
文
章
の
間
か

ら
、
時
代
の
風
に
も
ま
れ
な
が
ら

必
死
に
生
き
て
參
だ
姿
が
、
浮
か

び
上
っ
て
く
る
の
で
す
。

さ
て
、
戦
後
5
0年
の
今
年
、
足

立
区
で
は
区
議
会
と
と
も
に
さ
ま

ざ
袤
な
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
8

月
1
5日
の
記
念
式
典
を
中
心
に
学

童
疎
開
展
、
原
爆
写
真
屓
な
ど
の

他
、
関
原
や
千
住
で
は
地
域
の
5
0

年
展
な
ど
も
開
か
れ
、
い
ず
れ
も

大
変
多
く
の
方
が
訪
れ
た
と
の
こ

と
。
夏
休
み
と
い
う
'」と
も
あ
っ

て
、
親
子
で
話
し
会
う
姿
も
多
か

っ
た
ぷ
つ
で
す
。記
念
式
典
で
は
、

区
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
手

記
が
朗
読
さ
れ
、
大
変
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

戦
争
と
、
そ
の
あ
と
の
混
乱
の

時
代
を
知
っ
て
い
る
人
は
ど
ん
ど

ん
少
な
く
な
っ
て
い
家
y
。
こ
れ

夲
積
に
、
ぜ
ひ
語
り
継
い
で
い
っ

ア
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
n
4
ヂ
。

区
長
　古
性
直

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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不況なんて吹き飛ばせ! 　
見 る・買 う・楽 しむ

あだちまつり

A- Fest a' 95産業まつり
10月14日( 土)・15日( 日) 開催

区
内
産
業
製
品
に
よ
る
朷
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
鬨
催
し
ま
す
。
区
内

産
業
の
優
れ
た
技
術
と
製
品

、
カ
ン
パ

リ
を
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い

。

日
時
=

▽
m
一
月
1
4
日
…
午
前
1
1
時
～
午
後
5

時

▽
1
5日
…
午
前
m
一
時
I

午
後
5

時

鳩
所
=

北
千
住
駅
西
口
商
店
街
駐
車
場

(
駅
前
交
番
裏
)
ほ
か

内
容
=
区
内

企
業
製
品
の
展
示

、
物
産
販
売
等

□
青
色
・
白
色
税
申
告
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ

ト
セ
ミ
ナ
ー
も
闘
催

日
時
等
=
右
賚

場
所
=
ル
ミ
ネ
北
千

住
7
階
ウ
ィ
ズ
サ
ロ
ン

対
象
=
自
営

業
の
方

定
員
―
各
回
2
0人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

申
込
=
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、職
業
、希
望
コ
ー
ス
名
(
A

～
E
)
を
明
記
の
上
(
ガ
キ
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で

期
限
=
9
月
2
9日
必
着

申
先
―
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

〒
圃
千
住
仲
町
1
―
5

(
5
2
4
4
)
7
3
1
3

F
A
X
(
3
8
7
0
)
5
2
5
5

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
工
業
担
当

　
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

ま
た
は
足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

税申告パソコンソフトセミナー

身
近
な
仕
事
を
引
き
受
け
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
長

年
培
っ
て
き
た
知
識
・
技
術
・
技
能
を

生
か
し
、
仕
ま
を
通
じ
て
皆
様
の
信
頼

と
期
待
に
応
え
る
た
め
、
次
の
よ
う
な

仕
事
を
お
引
き
受
け
し
て
い
穿
す
。

仕
ま
例
=
伝
票
整
理
・
電
話
番
な
ど
の

一
般
事
務
、
毛
隼
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど

の
宛
名
書
き
、
大
工
・
庭
木
の
手
入
れ

・
塗
装
、
草
刈
り
・
清
掃
、
園
児
の
送

迎
・
留
守
番
・
洗
た
ぐ
・
掃
除
な
ど
の

家
事
援
助
サ
1
ピ
ス
、
チ
ラ
シ
の
配
付

・
袋
陪
め
な
ど
の
簡
単
な
仕
事

※
そ

の
ほ
か
高
齢
者
向
き
の
仕
事
を
お
引
き

受
け
し
ま
す
。
ご
相
談
と
発
注
は
お
電

話
で
ど
う
ぞ

。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

。

都
お
よ
び
御
東
京
都
高
齢
者
事
業
振

興
財
一
口
、
叨
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
1

協
会
で
は

、
1
0月
を
「
広
報
活
動

強
調
月
間

」
・

「
事
業
晋
及
啓
発
促
進

月
間

」
と
定
め

、
足
立
区
シ
ル

バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
も
共
同
し
て
事
業
を
展
開

し
ま
す
。

□
S

高
齢
者
就
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
ぶ
一一
月
2
0
日
(
金
)
、
午
前
1
0
時
～

午
後
4

時

場
所
=

都
庁
・
都
民
広
場

問
先
=

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

子
供
た
ち
に
遊
び
場
を

現
在
、
子
裝
た
ち
が
自
由
に

遊
べ
る
空
き
地
や
、
原
っ
ぱ
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
区
で

は

、
公
園
や
児
童
造
園
の
設
置

に
努
め
る
と
と
も
に

、「
子
供
の

遊
び
場

」
の
設
置
に
対
し
て
も

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

。

こ
れ
は
、
土
地
所
有
者
の
方

の
理
解
の
も
と
に

、
遊
休
地
を

遊
び
場
と
し
て
整
備
開
放
し
て

い
た
だ
き

、
地
域
の
方
々
が
管

理
運
営
を
行
い
、
区
が
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で

す

。
子
裝
た
ち
の
健
禽

逅

び

場
の
拡
充
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
青
少
年

顯
調
整
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

特
別
経
済
講
演
会

「
下
町
製
造
業
の
生
き
残
り
方
策
」

―
円
高
不
況
と
産
業
空
洞
化
へ
の
対
応
―

日
時
=
1
0月
2
4日
(
火
)
、午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

講
師
=

関
溥
脾
氏
(
専
修
大
学
商
学
部
助
教

授
)

定
a
=
1
5
0人(
先
着
順
)

費

用
=
無
料

申
込
=
電
話
、(
ガ
キ
、

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い

申
先
=

足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー
I
l
-
S千

住
仲
町
1
―
5

(
5
2
4
4
)
7
3
A

F
A
X
(
3
8
7
0
)
5
2
5
5

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
工
業
担
当

　
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

あいネット21

会員募集中
―パソコン通信から
アクセスできます―

区
民
保
養
所
な
ど
の
予
約
が
自

宅
で
で
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
な

ど
役
立
つ
情
報
も
盛
ひ
だ
く
さ
ん

の
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1」。パ
ソ
コ
ン

通
信
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ソ
フ

ト
の
無
料
賃
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

対
象
=
パ
ソ
コ
ン

通
信
を
区
内
で
行
っ
て
い
る
個
人

ま
た
は
事
業
所
(
一
部
利
用
で
き

な
い
機
種
も
あ
り
ま
す
)

申
・

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・
広
報
課

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

―東京ごみ会議
ごみ減量化統一行動―
10月1 日～31日

マ イ・バッグ・キャンペーン
自分のバッグでお買い物

ご
み
の
減
量
を
推
進
す
る
た
め
に

、

東
京
ご
み
会
議
で
は
、
都
民
、
事
業
者

、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て

、
ご
み
減
a

化

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

。
昨
年
に
引

き
続
き

、狛一
月
の
1

ヵ
月
間

、東
京
都
全

械
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
爽
施
し
ま
す

。

な
お

、
今
回
は
じ
め
て
の
試
み
と
し

て

、
近
隣
の
自
治
体
と
も
連
携
し

、
広

域
的
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ご
み
を
飆
ら
す
た
め
に
、
商
店
街
、

チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
、
百
貨
店
な
ど
で
買

い
物
寺
す
る
と
き
は
、
賈
い
物
袋
を
持

参
す
る
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
先
=
東
京
ご
み
会
議
事
務
局

　
(
5
3
2
0
)
5
7
1
5

な
お
、
足
立
区
で
は
、
区
商
工
振
興

連
合
会
な
ど
の
ご
協
力
に
よ
り
、
簡
易

包
装
等
の
推
進
を
目
的
と
し
た
「
リ
サ

イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
1
1月
初
句

に
行
う
予
定
で
す
。

問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

高
齢
者
の
方
へ

温
水
プ
ー
ル
が
無
料
で

利
用
で
き
ま
す

1
0月
2
日
か
ら
、
高
齢
者
の
方
の
積

極
的
な
健
蹶
づ
く
り
を
目
的
に
、
登
録

制
に
よ
る
使
用
料
免
除
を
実
施
し
ま

す
。

利
用
可
能
日
―
毎
週
月
卜
土
曜

日
(
た
だ
し
祝
日
を
除
く
)

対
象
―

区
内
在
住
・
在
勤
の
潸
6
5歳
以
上
の
方

登
録
お
よ
び
利
用
場
所
=

竹
の
筱
温
水
プ
ー
ル
(

う
き
う
き
館
)
、
東
綾

瀬
公
園
プ
ー
ル
(

す
い

す
い
ら
ん
ど
綾
瀬
)
、千

住
温
水
プ
ー
ル
(

ス
ィ

ミ
ー
)

申
込
―
登
録

時
に
窓
口
へ
本
人
の
身

分
が
確
麗
で
き
る
も
の

(
運
転
免
許
証
・
国
民

健
康
保
険
証
等
)

を
持

参

問
先
=

千
住
本
庁

舍
・
体
育
管
理
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1

1
㈹

東 綾瀬 公 園 プ ー ル( すい す い ら んど 綾瀬)

掲
示
板

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
グ
レ
イ
ス
ホ

ー
ム
・
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

西
新
井
本
町
友
興
の
園
　
第
1
次
職

員
募
集

職
種
=
特
養
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
共

に
生
活
指
導
員
、
寮
母
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
調
理
員
、
栄
養
士
各
若

干
名

勤
務
場
所
=
西
新
井
本
町
4
―
1
3

―
1
6
給
与
=
法
人
の
給
与
規
程
に

よ
る

問
先
=
社
会
福
祉
法
人
「
友
興

会
」

　
(
3
8
9
0
)
0
2
1
4

□
第
7
回
「
野
菜
天
国
・
果
物
大
国
」
'
9
5

北
足
立
市
場
市
場
ま
つ
り

日
時
=
1
0月
8
日
(
日
)
、午
前
1
0時
1

午
後
2
時
(
雨
天
決
行
)

場
所
=
北
足

立
市
場
特
設
会
場
(
入
谷
6
1
3
―
1
)

内
容
―
花
・
野
菜
・
果
物
販
売
コ
ー
ナ

ー
、
お
楽
し
み
緑
日
、
僕
擬
き
、
イ
ベ

ン
ト
広
場
、
協
賛
企
業
コ
ー
ナ
ー
、
福

引
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
1
ナ
ー

問
先
=
東

京
都
青
果
物
商
業
協
同
組
合
足
立
支
所

　
(
3
8
5
7
)
7
2
7
1

□
短
期
講
習
会
「
パ
ソ
コ
ン
(
中
級
)
」

受
講
生
募
集

日
時
1
1
1
月
1
6・
1
7・
1
8・
2
0・
2
1

日
、
い
ず
れ
も
午
後
6
時
～
9
時
(
土

珊
日
の
み
午
前
9
時
～
午
後
4
時
1
5

分
)

対
象
=
ど
な
た
で
も
受
講
で
き

ま
す

定
員
盍
m
人
(
抽
選
)

費
用
=
5

千
8
0
0円

受
付
a
1
0月
1
7日
、
午
後

6
時
ま
で
に
直
接
来
校

場
・
申
・
問

先
=
都
立
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門
校

　
(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
国
有
財
産
の
売
り
払
い

入
札
予
定
物
件
―
花
畑
町
1
9
9
8
1
1
(
3
4
5

・
0
0
ざ

※
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

問
先
=

関
東
財
務
局
管
財
第
1
部
直
轄
財
産
第
4

課

　
(
3
9
1
2
)
7
4
2
1

□
「
法
の
日
」
無
料
相
談
・
境
界
標
設

置
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
=
1
0
月
8
日
(
日
)
、午
前
1
0
時
～

正
午
場
所
=
西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
内
容
―
土
地
・
建
物
の
調
査
、測
t

、
境
界
問
題
お
よ
び
不
動
産
の
表
示

登
記
の
相
談

間
先
=
東
京
土
地
家
屋

觸
査
士
会
足
立
支
郡

(
3
8
5
3
)
2
0
7
9

□
東
京
簡
易
裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

東
京
簡
易
裁
判
所
で
は
、
簡
易
裁
判
所

の
民
事
手
続
き
に
つ
い
て

、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
案
内
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
し
た
。
夜
間
・
休
日
を
問
わ

ず
、2
4時
間
利
用
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

案
内
内
容
―

簡
易
裁
判
所
の
一
般
的
な
東
内
、
簡
易

裁
判
所
の
訴
訟
・
調
停
等
の
民
事
手
続

き
に
関
す
る
案
内

▽
案
内
電
晒
(
フ
ァ
ク
ス
も
同
じ
)

(
5
2
5
1
)
1
6
1
1

問
先
=
東
京
簡
易
裁
判
所
受
付
相
談
セ

ン
タ
ー

　
(
3
5
8
1
)
5
4
1
1

老
人
会
館
の
催
し

□
書
道
教
室

日
時
=
1
0
月
～
3
月
(
月
2
回
、第
2

・
4
火
曜
日
)
、
午
後
1
時
～
2
時
3
0

分
、
全
1
2回

内
容
=
書
道
を
基
礎
か

ら
学
び
李
す

定
員
=
3
0人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料

□
い
け
花
教
室

日
時
=
m
一月
～
3
月
(
月
2
回
、
第
2

・
4
水
曜
日
)
、午
前
1
0時
～
正
午
、
全

1
2回

内
容
=
い
け
花
(
柳
古
流
)
を

基
本
か
ら
学
び
ま
す

定
員
=
3
0人

(抽
選
)

費
用
=
材
料
費
の
み
一
部

負
担

―

い
ず
れ
も
―

対
象
=
6
0歳
以
上
の
区
内
在
住
の
方

申
込
=
直
接
窓
口
ま
た
は
電
話

期
限
1
9

月
3
0日

場
・
申
・
問
先
L
老
人

会
館

　
(
3
8
5
9
)
9
7
3
2
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健康カレンダー 10月の予定
9
月
2
0日
～
2
6日

動
物
愛
護
週
間

「
育
ん
で
く
だ
さ
い

動
物
へ
の
責
任
と

愛
情
」

動
物
愛
護
週
間
と
は
、
動
物
へ
の
愛

護
と
適
正
な
飼
育
に
つ
い
て
、
関
心
と

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
「
動
物

の
保
霞
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
動

物
の
習
性
や
生
理
を
よ
く
理
解
し
、
麦

任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
年
4
月
よ
り
、
犬
の
登
録

は
一
生
で
I
回
に
な
り
ま
し
た
。な
お
、

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
従
来
ど
お
ひ
毎

年
受
け
て
く
だ
さ
い
。

<
足
立
・
千
住
保
健
所
>

住区健康フェスティバル

まちも元気　わたしも元気

明
る
く
元
気
で
心
豊
か
に
過
ご
す
こ

と
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

パ
ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血

液
・
尿
検
査
等
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生

活
環
境
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
=
右
表
S

用
=
無
料

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

精
神
保
健
講
演
会

□
こ
こ
ろ
の
健
康
ひ
ろ
ば
「
分
裂
病
と

く
す
り

」

日
時
ぶ
一一
月
4

日
(
水
)
、
午
後
1

時
3
0

分
～
3

時
3
0分

講
師
=

須
賀
一
郎
氏
(

都
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
医
師
)

定
員
=
5
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

場
・
申
・
問
先
=

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

□

「
精
神
分
裂
病
と
は
?

そ
の
接
し
方

と
治
し
方

」

日
時
=
m
一
月
1
8日
(
水
)
、
午
後
1

時
3
0

分
～
4

時

講
師
―
倉
本
英
彦
氏
(

国

立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ
ー
精
神
科
医
師
)

定
a
=
5
0

人
(
先
着
順
)

費
用
=

無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=

足
立

保
健
所

霓
3
8
5
5
)
4
1
5
1

健康大学ホップ・ステップ・ジャンプ

健康大学

ホップ・
ステップ・
ジャンプ

「健康仕掛け人
集 ま れ! 」

地
域
の
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る

方
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。日
程

等
=
上
表
定
a
=
5
0
人
s
用
=
無

料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

健康あ・ら・かると
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

精
神
障
害
者
の
た
め
の
作
業
所

区
内
に
は
、
地
城
で

自
立
し
た
生
活
を
送
っ

て
い
る
精
神
障
害
者
の

方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

A
さ
ん
は
4
0歳
の
男

性
。
病
院
か
ら
退
院
し

て
き
た
時
は
、
ア
パ
ー

ト
で
一
人
ぼ
っ
ち
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
き

つ
か
け
か
ら
保
健
婦
と
知
り
合
い
、
作

業
所
を
紹
介
さ
れ
て
通
う
よ
う
に
な

り
、
友
人
も
何
人
か
で
き
ま
し
た
。
作

業
所
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
そ
の
友
人
と

一
緒
に
銭
湯
に
行
っ
た
り
、
夕
食
を
と

っ
た
り
と
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

「
作
業
所
で
友
人
が
で
き
て
、
さ
び

し
く
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
A
さ
ん
は

い
い
ま
す
。

B
さ
ん
、
4
3歳
男
性
は
、
再
就
職
を

希
望
し
て
作
業
所
に
入
所
し
ま
し
た
。

地
道
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
た
結

果
、
昨
年
に
は
就
職
が
決
定
。
今
で
も

仕
事
の
帰
り
に
ぷ
ら
っ
と
や
っ
て
き

て
、
仕
事
の
大
変
さ
、
喜
び
を
晒
っ
て

く
れ
ま
す
。
作
業
所
に
き
て
話
し
を
す

る
と
ホ
ッ
と
歹
る
そ
う
で
す
。

A
さ
ん
や
B
さ
ん
が
利
用
し
て
い
た

精
神
陣
春
者
の
た
め
の
作
業
所
は
、
現

在
、
区
内
に
杪一ヵ
所
あ
り
ま
す
。
作
業

所
を
利
用
す
る
精
神
障
害
者
の
皆
さ
ん

は
、
そ
う
う
つ
病
や
精
神
分
裂
病
等
の

た
め
の
精
神
科
で
の
治
療
を
経
て
、
き

ち
ん
と
安
定
し
た
状
態
を
保
っ
て
い
る

方
々
で
す
。し
か
し
一
方
で
は
。な
か
な

か
意
欲
が
わ
か
な
い
、
持

続
力
が
減
退
す
る
、
外
に

出
た
く
な
い
等
の
「
生
活

の
し
づ
ら
さ
」
と
い
う
障

春
を
抱
え
て
も
い
ま
す
。

こ
う
し
た
皆
さ
ん
を
対
象

に
。
各
作
業
所
で
は
、
毎

週
月
よ
i

日
の
毎
日
午

前
9
時
～
午
後
4
時
ご
ろ

ま
で
、
軽
作
業
や
そ
の
他

の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す

。作
業
所
で
は
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
通

し
て
こ
う
し
た
皆
さ

ん
の
新
た
な
社
会
参
加
を
目
指
し
て
い

る
の
で
す
。
作
業
所
と
い
う
と
、
と
か

く
作
業
を
す
る
だ
け
の
所
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
実
際
は
、
む
し
ろ
精
神
障

害
者
の
地
域
で
の
生
活
を
応
援
す
る
拠

点
と
い
っ
た
ほ
う
が
適
切
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
応

援
を
通
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
、
普
通
に
I
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
一
役
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

保
健
所
も
、
積
極
的
に
精
神
障
害
者

の
作
業
所
を
S
援
し
て
い
ま
す
。

<
足
立
保
健
所
作
業
訓
練
所
担
当
>

講演会
子育てに
絵 本 を

絵
本
を
通
し
て
、
親
子
と
仲
間
の
ふ

れ
あ
い
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時

瓦
…一月
9
日
(
月
)
、
午
後
1
時
3
0分

場
所
=
産
業
振
興
館

対
象
1
幼
児
と

そ
の
家
族

定
員
1
3
0組
(
先
椨
順
)

申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

講
演
会

リ
ウ
マ
チ
の

最
新
治
療

日
時
=
1
0月
4
日
(
水
)
、
午
後
2
時
～
4

時

講
師
=
古
田
正
氏
(
慶
5
義
塾

大
学
内
科
学
教
室
講
師
・
綾
瀬
ク
リ
ニ

ツ
ク
医
師
)

費
用
=
無
料

定
員
=
3
0

人

申
込
I
電
話

塲
・
申
・
問
先

―
東
和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

知
っ
て
得
す
る

ダ
イ
エ
ッ
ト

日
時
=

▽
1
0
月
4
日
…
午
甄

…一
時
～
正

午

▽
1
3
・
1
7
日
…
午
後
1

時
3
0分
～
3

時
3
0分
(
3

日
制
)

対
一
9

食
べ
過

ぎ
が
気
に
な
る
方

、
珮
S

し
た
い
方

内
容
=

食
事
と
運
動
に
よ
る
正
し
い
ダ

イ
エ
ッ
ト
方
法

定
員
=
2
0
人
(
先
一

順
)

費
用
=

無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
相
談
所

　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

1
0月
の
献
血

日
時
等
L
上
表

問
先
=
東
京
東
赤
十

宇
血
液
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
佩

(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹
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使ってはじめてリサイクル

23 区 ブ ラ ンド 再 生 製 品 1 0月
1 日

発売
予定

「みどり の夢23 」

23区が共同で、再生紙100%の「トイレットペーパ
ー」と「ティッシュペーパー」を開発しました。そ

の名も『みどりの夢23』、この『みどりの夢23』は、23
区内で回収されたオフィス古紕や紙パックを使用
しています。

皆さんが回収した資源を有効に活用することが、
環境や緑の保護につながります。地球にやさしい23
区ブランドペーパーを、ぜひ、ご利用ください。

2
3区
ブ
ラ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
登
場

2
3区
ブ
ラ
ン
ド
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
「
み
ど

り
の
夢
2
3
」
が
1
0月
1
a

か
ら
発
兇
さ

れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
冫
フ
ン
ド
名
と

デ
ザ
イ
ン
は
一
般
公
葬
に
よ
っ
r
逾

ば

れ
ま
し
た
。『
み
ど
り
の
夢
2
3
』
は
再
生

紙
川
%

で
、
2
3区
内
で
集
め
ら

れ
た
古

紙
を
5
0
%
以
上
便
用
し
て
い
ま

す
。
足

立
区
内
で
回
収
さ
れ
た
紕
パ
ッ
ク
も
含

ま

れ
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
は
中
芯
が
な

く
穴
の
大
き
い

タ
イ
プ
で
す
の
で
、
現

在
ご
家
曜
で
麌
用
さ
れ
て
い
る
ホ
ル
ダ

ー
に
、
そ
の
ま
ま
ご
利
用
い
か
廻

け
ま

す
し
、
最
後
ま
で
便
え
て
ゴ
ミ
が
出
ま

せ
ん
。
I

パ
ッ
ク
6

ロ
ー
ル
入
り
で
、
I

ロ
ール

の
長
さ
贋

皿
は
葷
通
の
ト
イ

レ
ッ
ド
ペ
ー
パ
ー
の
約
2
倍
で
す
か

ら
、
取
り
I
え
る
手
間
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
は
I
パ

ッ
ク
5
栢
入
り
(
跏
姐
)
と
I
パ
ッ
ク

4
包
入
り
(
2
5
0
組
)
の
2
種
類
が
あ
り

ま
す

。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
も
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
も
芦
原
臭

冫

か

、

紙
パ
ッ
ク
を
便
用
し
て
い
る
の
で

、
と

て
も
自
く
て
や
わ
ら
か
。

ゴ
ミ

が
出
な
く
て
霖

糞
に
や
さ
し
い

「
み
ど
り
の
夢
2
3
」
を

、
ぜ
ひ
芻
試
し

く
だ
さ
い

。

※
『
み

ど
り
の
夢
2
3
』
は
。
再
生
簔
品

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
}
£

利
用
拡

大

、
そ
し
て
日
ご
ろ
誓
{
刄

が
一
生
懸

命
回
収
し
た
賢
源
の
循
爾
を
図
る
た
め

に
つ
く
ら
れ
奔

‥羌

地
球
に
や
さ
し
い
再
生
紙
製
品

再
生
紙
製
品
は

、
パ
ル
プ
か
ら
新
し

く
つ
く
る
製
品
と
比
べ
て

、
裂
造
の
工

租
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
や
水
の
駒
費

量

が
ゆ
な

く
、
大
気
汚
染
や
水
賢
汚
染

を
抑
え
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
ル
プ
を
便
用
し
な
い
の
で

、

バ
ル
ブ
の
も
冫

£

苳

丕

器

屎

す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
再
生

紙
製
品
を
便
用
す
る
こ
と
で

。
ゴ
ミ
の

鵬
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。讖
挑
の
保
霞
、

緑
の
保
糢
に
役
立
つ
再
伍
紙
製
品
は
、

ま
さ
に
旭
球
に
や
さ
し
い
商
品
な
の
で

す
。
再
生
紙
を
は
じ
め
と
す
る
リ
サ
イ

ク
ル
製
品
に
は

必
ず
『
エ
コ

マ
ー
ク
』

『
便
用
や
鹿
寨
の
縣
に
珮
脾
を
巧
す
こ

と
な
く

、
寥
た
環
旆
保
全
に
役
立
つ
製

品
に
付
け
ら
れ
る
)
や

、「
グ
リ
ー
ン
マ

ー
ク
」(再
生
紙
麌
用
の
製
品
に
付
け
ら

れ
る
)

が
付
い
て
い
ま

す
。

ぜ
ひ

、
こ
れ
ら
の
マ

ー
ク
の
つ
い
た

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
積
極
的
に
ヽ
』利
用

く
だ
さ
い
。

「
み
ど
り
の
夢
2
3
」

販
売
協
力
店
募
集

足
立
区
で
は
「
み
ど
ひ
の
伊
2
3
」
の

販
死
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
お
店
を

瞬
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
一
い
し

家
す
。

□
「
み
ど
り
の
夢
2
3
」
の
特
徴

①
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

再
生
紙
一
%
(

駈
パ
ッ
ク
袙
i
以

上
混

入
)
、ラ
ー
ジ
コ
ア
レ
ス
(
中
芯
が
な
ぐ

穴
の
大
き
い

タ
イ
プ
)
、輻
Ⅲ

四
×
長

さ
S
S
(

シ
ン
グ
ル
)
、無
舉
白
、I

パ
ッ

ク
6
ロ
ー
ル
入
り

②
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

再
生
紙
川
%
(

紙
パ
ッ
ク
匐
%

以
上
混

入
)
、無
漂
白
、
I
パ
ッ
ク
5
箱
入
り
(
加

組
)
と
I

パ
ッ
ク
4

包
入
り
(

蹲
岨
)

の
l
輯
I

□
取
扱
店

随
時
、
あ
だ
ち
広
報
等
で
公
毒
し
て

い
奮

ヂ

。

で
き

る
こ
と

か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

コ
ン
ポ
ス
ト
化
(生
ご
み
処
理
)

容
器
を
購
入
す
る
方
に

補
助
金
を
交
付

コ
ン
ポ
ス
ト
化
霤
器
は
、
生
ご
み

を

家
庭
乙
t
t

に
麌
え
る
こ
と
が
で

き
、

ご
み
の
■
m

と
リ
サ
イ
ク
ル
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器

を
購
入
す
る

方
に
、
屑
入
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。
従
来
の
土
の
中
に

埋
め
込
む
タ
イ
プ
の

ほ
か
に
、
ベ
ラ
ン

ダ
に
設
置
す
忝
9
の

や
I
カ
夲
麥

う
も

の
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
種
が
あ
ひ
ま

す
の
で

ご
相

談
く
だ

さ
い
。

対
象
=

区
内

在
住
で
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器
を
置

く
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
万

※
購
入
す
る

前
に
必
ず
申
請
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
購
入

後
の

申
蹐
は
受
け
付
け
で

霤
ま
せ
ん

申
込
=

直
笹
窓
口
(

先
番
願
、
補
助
金

の

枠
内
に
違
し
た
時
点
で

篩
め
切
り
)

期
限
=
1
0
月
9
日

こ
の
看
板
が
目
印
で
す

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店

『
R
の
お
店
』認
定
店
が
増
え
ま
し
た

区
で
は
、
商
害
覇
勳
奮
皿
じ
て
'
t
)

み
の
鵬
釁
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
励
に
積
極

的
に
取
り
机
ん
で
い
や
小
売
店
や
商
店

街

鷽

ご
み
糲
一

・
リ

サ
イ
ク
ル

推
進

店『
R
の
お
店
』
'と
し
て

認
定
し
て
い

ま

す
。
こ
の

た
び
、
新
た
に
2

小
売
店

が『
R
の
お
店
包

し
て
認

定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
で

商
習
街
8
団

体
、
小
売
店

Ⅲ
店
と
な
ひ
ま
し
た
。
肥
定
店
は
「
R

の
お
店
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
章
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
近
ぐ
の
『
R
の

お
居
』
を
有
効
に
ご
利
用

く
だ
さ
い

。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
商
店
街
、
小
売
店
の

方

(
簡
易
包
装
豪
爽
施
し
て
い
る
お
店
、

リ
サ
イ
ク
ル
商
品
を
販
兎
し
て
い
る
お

店
な
ど
)
で
『
R

の
お
店
』
の
肥

定
を

柵
望
す
る
万
は
、
ぜ
ひ
、
お
問
い

合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

「R のお店」新規認定店
< 小 売 店>
9ブロック( 花畑・保木間地域)

12ブロック( 鹿浜地域)

お問い合わせは
中 央 本 町 庁 舎・
リサイクル推進課へ

3880- 5206

ブ
ラ
ン
ド
名
「
み
ど
り
の
夢
2
3
」
の
名
付
け
親

ぜ
ひ
、皆
さ
ん
に

使
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね

磯
山
ま
り
子
さ
ん
(
竹
の
塚
五
丁
目
)

ペ
ー
パ
ー
の
ブ
ラ
ン

ド
名
は
、
2
千

勧
点
の
5

募
作
品
の
中
か
ら
、
足
立
区

在
住
の
瞋
山
さ
ん
の
作
品
が
燬
優
秀
賞

と

し
て
遍

ぱ
れ
、
決
定
し

た
も
の
で

す
。i

い
気
持
ち
で
石
募
し
た
の
で

す

が
、
受
寅
で

霤
て
、
う
れ
し
い
で
す
。

私
の
集
め
た
紕
パ
ッ
ク
も
、
リ
サ
イ
ク

ル
で
形
を
麌
え
て
艮
っ
て

く
る
ん
で
す

ね
。
ぜ
ひ
、
便
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と

睾
山
さ
ん
。

木
々
を
大
切
に
す
や
心
を
『
み
ど
り
』

に
、
将
来
性
峇
4
夢
』と
い

う
言
葉
に
託

し
た
と
い
う
「
み

ど
り
の
夢
2
3
」
。

「
こ
う
い
う
商
品
か
あ
忝
こ
と
を
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て

も
ら

い

、ぜ
ひ
、使
っ
刄

ほ
し
い
で
す
ね
」と

素
敵
な
笑
顔
で

篩
し
て
く
れ
ま
し
た
。

みど
り の夢2 3

シンボルマーク

23区ブ ランド再生製品販売協力店
( 平成7 年9 月1 日現在)

<千住地区>

<江北地区>

<興野 ・本木地区>

<中央本町地区>

<佐野地区>

<綾瀬地区> <保塚・六町地区>

<花 畑・保木間地区>

<梅田地区>

<竹の 塚地 区>

<鹿浜地 区>

<伊興・西 新井地区>

<舎人地区>
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは

3882- 1111 ㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

保
育
園
入
園
　
随
時
申
込
の
受
け
付
け
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す

両
親
が
勵
い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど

の
た
め
乳
幼
児
の
保
育
が
で
忝
な
い
方

の
た
め
に
、
福
祉
事
務
所
で
は
い
つ
で

も
、
保
育
園
入
園
の
相
談
・
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
年
齢
に

よ
っ
て
は
空
き
が
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
問
先
=
管
轄
の
福
祉
事
筋
所
(
表
1
)

表1　 福祉事務所一覧
1
0月
9
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

7
年
度
第
3
回
足
立
区
生
業
資
金

対
搬
=

一
般
の
金
融
機
関
か
ら
融
賢
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
個
人
事
業
主
の

方
で

、
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独

立
の
生
計
が
立
て
ら
れ
る

、
次
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
す
方
・・・
区
内
に
1

年

以
上
居
住
/

世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住

民
登
録
上
の
世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま

た
は
拡
充
が
目
的
/
住
民
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
/
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
1

人
い
る

貸
付
額
1
1
世
帯
鴎
万
円
以

内
(
予
定
利
率
1
.
9
%、据
置
期
間
中
は

無
利
子
)

返
済
方
法
=
6
ヵ
月
据
え

置
き
後
6
0回
元
利
均
等
償
還

申
込
―

申
込
S
を
窓
口
に
持
参
(
用
紙
は
区
民

亊
務
所
、福
祉
事
務
所
に
も
あ
り
ま
す
。

用
紙
交
付
は
1
0月
2
日
か
ら
)

受
付

期
間
-
1
0月
9
日
～
2
0日

東
次
回
の

貸
付
(
平
虞
7
年
厦
第
4
回
)
は
、
平

成
8
年
1
月
中
旬
に
受
け
付
け
を
予
定

し
て
い
ま
す

申
・
問
先
1
千
住
本
庁

舎
・
貸
付
係

足
立
区
心
身
障
害
者
(
児
)

体
育
祭
を
お
こ
な
い
ま
す

普
段
、
体
を
動
か
す
機
会
の
少
な
い

皆
さ
ん
、
一
緒
に
汗
を
流
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
障
害
の
あ
る
人
も
、
な
い
人
も

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
程

l
扣
月
8
日
(
日
)

場
所
1
第
四
中
学

校

間
先
=
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉

驟
計
画
調
輅一係

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
な
思
い
や

、
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

。

次
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊
か
な
保
母

が
青
児
相
談
に
ぶ
じ
て
い
ま
す

。
安
心

し
て
子
育
て
を
楽
し
め
る
ぷ
つ
に

、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
(
秘
密
厳
守
)
。

相
談
方
法
は
電
話
お
よ
び
面
接
で
す

。

実
施
保
育
圃
・
相
談
日
―
▽
奥
野
保
育

菌
(

西
新
井
本
町
4

よ

心一
-
2
3
)
…
毎

週
月
・
木
驩
日

(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
-
a
-
6
)

…
毎
週
水
・
金
曜
日

(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
-
1
1
1
0
)

…

毎
週
火
・
土
曜
日

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

時
間
―
い
ず
れ
も
午
前
9

時
～
午
後
5

時

間
先
1

千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成

佩

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

3
級
課
程
(
都
共
催
・
第
3

回
)

日
時
等
=
表
2
の
と
お
り
　
対
象
I
ホ
1

ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
勵
く
こ
と
を
希

望
し
、
講
習
期
間
中
・
全
日
を
通
し
て

受
講
で
き
る
区
民
の
方

定
員
1
4
4人

(抽
選
)
S

用
―
無
料

申
込
I
(

ガ
キ
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
職

業
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
「
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
講
習
受
爾
希
望
」
と
明
記

期
限
1
9
月
2
9日
必
一

申
先
1
千
住

本
庁
舎
・
高
齢
社
会
対
策
課
推
進
係

問
先
l
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
7
0
)
0
0
6
1

表2　 ホームヘルパー養成講習日程表

※施設実 習、調理技術を除き、いずれも場所は足立区総合ボランティアセ
ンター( 日ノ出町団地内) 。調理技術は、西綾瀬ボランティアセンター。

施設実習は、いずれか1 日を選択。

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
教
育
相
談

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言

葉
が
遅
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
教

育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
専
門
の
相

談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日

奮
隊
く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
―
電
話

場
・
申
・
問
先
=

教
育
研
究
所

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

(
3
8
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
―
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0

分

申
・
問
先
―
教
育
研
究
所

　
(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

短
期
講
習
会
「
押
し
花
」

季
節
の
花
を
使
っ
て
、
美
し
い
押
し

花
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

初
め
て

の
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
-
1
0

月
1
2日
～
1
2月
2
1日
、
午
前
9
時
3
0

分
～
1
1時
3
0分
、毎
週
木
曜
日
、1
0回

講
習
予
定

対
象
―
区
内
在
住
の
障
害

者
1
0人
(
申
込
が
多
い
と
き
は
抽
選
)

申
込
―
電
話

期
限
1
9
月
2
9日

柬
一
回
に
つ
き
沺
円
程
度
の
材
料
費
が

か
か
り
ま
す
。ま
た
移
動
困
難
な
方
は
、

拠
点
間
の
送
迎
バ
ス
が
利
用
で
き
ま

す
。

申
・
問
先
―
西
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

と
ん
が
り
ぼ
う
し
カ
ー
ニ
バ
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

日
時
=
1
0月
2
9日
(
日
)
、
午
前
9
時
～

午
後
4
時

場
所
―
西
部
障
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

内
容
―
お
ま
つ
り
の
お

手
伝
い

申
込
=
1
0月
1
3日
ま
で
に
電

話

問
先
―
西
部
陣
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー

　
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

特
別
区
民
税
・
都
民
税

平
成
7
年
度
2
期
以
前
の
特
別

区
民
税
・
都
民
税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
納
め
忘
れ
が
あ

ひ
ま
す
と
、
高
率
の
延
滞
金
(
年

率
1
4・
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
理
由
な
く
納
付
さ
れ

な
い
と
き
に
は
差
し
押
さ
え
な
ど

の
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
主
畛
ぐ
だ
さ
い
。一
情

が
あ
っ
て
納
付
で
き
な
い
場
合
や

そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
ず
に
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
納
税
第

丁

二
係

(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

梅 島 駅 周 辺

自
転
車
放
置
禁
止
区
域
案
内

自
転
車
は
便
利
な
乗
り
物
で
す
が
止

め
方
に
よ
っ
て
は
街
の
美
観
を
損
ね
、

緊
急
時
の
陣
害
物
に
も
な
ひ
か
ね
ま
せ

ん
。区

で
は
、
駅
周
辺
お
お
む
ね
旛
S
以

内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
。

禁
止
区
域
内
の
放
置
自
転
車
は
、
撒
去

し
て
自
転
車
移
送
所
に
保
管
し
て
い
ま

す
。
引
き
取
る
際
に
撤
去
料
と
し
て
2

千
円
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
ま
た
撤
去

浚
2
ヵ
月
奮
嵋
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の

で
、ご
注
憲
く
だ
さ
い
。通
助
・
通
学
、

買
い
物
等
で
駅
周
辺
を
利
用
す
る
方

は
、
で
き
る
だ
け
歩
く
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
自
転
車
を
利
用
す
る

時
は
必
ず
自
転
車
置
き
場
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
撤
去
自
転
車
の
中
に
は
盗

雛
車
も
多
く
あ
り
ま
す
。
自
転
車
に
は

防
犯
登
録
を
す
る
と
と
も
に
、
必
ず
住

所
と
名
前
を
s
き
、
二
重
に
礎
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

□
梅
島
駅
の
放
置
自
転
車
撤
去
先

加
平
移
送
所
(

加
平
2
-
1
7
-
6
)

□
民
営
駐
車
場

梅
島
第
一
畦
車
珊
(

梅
田
8
-
1
4
)

　
(
3
8
8
0
)
3
2
4
1

梅
島
第
二
駐
車
堤
(

梅
田
7
-
2
9
)

　
(
3
8
8
0
)
3
2
4
1

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
佩

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

梅島駅周辺自転車放置禁止区域

10月1 日は

国勢調査

1
0月
1
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
日
本
に
住

ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
が
対
象
と

な
る
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で

す
。9

月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
皆
様

の
お
宅
に
調
査
票
の
記
入
の
お
願

い
に
伺
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
先
―
足
立

区
国
勢
調
査
実
施
本
部
事
務
局
(

統
計
係
内
)

(
3
6
0
5
)
6
3
9
1
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年

金

後
期
分
の
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

平
成
7
年
度
後
期
分
(
1
0
月
～
8
年

3
月
)
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書

を
1
0月
上
旬
に
送
付
し
李
歹
。
国
民
年

金
保
睛
料
は
毎
月
翌
月
末
日
が
納
期
限

で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
表
紙
の
裏
に
各
月
の
領
収
証
書

が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
切
り
雌

さ
ず
に
金
融
機
関
等
の
窓
口
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
掌
町
庁

舎
・
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

会
社
員
や
公
務
員
の
配
偶
者
の
方
へ

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
?

□
第
3
号
被
保
険
者
届

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
会
社
員
や
公
務
員
の
方
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
2
0
纔
以
上
6
0
歳
未
滴
の
配
偶

者
は
、
国
民
年
金
の
第
3
号
被
保
険
者

届
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
保
険
料
は
、

夫
(
妻
)
が
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
で

負
担
し
零
歹
の
で
、
ご
自
分
で
保
険
料

を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
種
別
変
更
届

次
の
場
合
に
は
国
民
年
金
の
種
別
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

つ
ど
手
続
き
が
必
要
で
す
。
①
夫
(
妻
)

が
退
職
や
転
職
し
た
時
②
夫
(
妻
)
の
扶

黄
で
な
く
な
っ
た
時
(
収
入
が
増
え
た

と
き
・
離
婚
し
た
と
き
)
ま
だ
届
け
出

を
し
て
い
な
い
方
は
、
も
よ
り
の
区
民

亊
務
所
か
国
民
年
金
課
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
掌
町
庁

舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

1
0月
の
ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
1
0
月
4
日
(
水
)
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
=
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
課
前

問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

生

活

環

境

1
0月
は
違
反
屋
外
広
告
物

取
り
締
ま
り
月
間
で
す

最
近
、
法
律
や
都
の
条
例
に
息
反
し

た
立
看
板
や
は
り
紙
な
ど
が
、
た
く
さ

ん
張
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
ま

ち
の
景
観
を
損
ね
、
歩
行
者
や
自
転
車

の
通
行
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。区

で
は
、
違
反
広
告
物
に
つ
い
て
、
自
主

徴
去
の
指
導
や
除
却
措
置
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
解
消
す
る
に
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。
1
0
月
は
取
り
締
ま
り
月
間
で
す
。

嶌
反
広
告
物
を
な
く
す
た
め
、
な
お
一

一
の
指
導
に
努
め
ま
す
が
、
広
告
主
や

塵
外
広
告
業
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
塵
外
広
告
物
を
掲
出

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
許
可
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
広
告
物
を
道
路
上
(
上

空
を
含
む
)
に
掲
出
す
る
場
合
は
、
道

路
法
に
基
づ
く
道
路
占
用
の
許
可
と
道

路
交
通
法
に
基
づ
く
道
路
使
用
の
許
可
　

(
所
轄
一
察
醫
)
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、亊
前
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

屋
外
広
告
物
は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
掲

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
占
用
佩

(
3
8
8
0
)
5
2
3
1

あ
な
た
の
た
め
の
イ
レ
ブ
ン

検
察
審
査
会
!

検
察
審
査
僉
と
は
、
有
権
者
の

中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
1
1人
の

審
査
員
が
検
察
官
の
不
起
訴
処
分

を
審
査
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

交
通
事
故
や
詐
欺
、
傷
書
、
脅

か
し
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
て
、
「
一

察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察

官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
(
裁
判
に

か
け
る
こ
と
)
し
て
く
れ
な
い
」

と
い
っ
た
不
満
の
あ
る
方
は
、
検

察
審
査
会
に
審
査
の
申
し
立
て
を

す
れ
ば
、
無
料
で
も
う
一
度
事
件

を
調
べ
な
お
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
不
起

訴
が
不
当
と
議
決
さ
れ
た
と
き

は
、
検
事
正
が
こ
の
議
決
書
を
参

考
に
し
て
捜
査
し
、
起
訴
す
べ
き

と
き
は
そ
の
手
続
き
を
と
り
ま

す
。
な
お
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

問
先
=
東
京
第
一
・
第

二
検
察
審
査
会
事
務
局

(
5
8
0
0
)
5
5
2
0

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

違
反
建
築
防
止
週
間

1
0
月
1
1
日
～
1
7
日
は
、
全
国
一
斉
の

違
反
鷺
築
防
止
週
間
で
す
。
区
で
は
、

狛
一
月
1
2
日
(
木
)
に
違
反
建
築
取
ひ
締
ま

り
の
た
め
、
一
斉
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
平
常
の
監
視
活

勦
を
強
化
し
、
瓏
反
建
築
工
事
を
早
期

に
発
見
し
、
違
反
を
な
く
し
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
建
築

監
察

家
屋
な
ど
を
新
築
さ
れ
た
方
は

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す

住
居
表
示
実
施
済
み
の
地
城
で
、
衣

屋
な
ど
を
新
築
す
る
方
は
。
住
居
番
号

を
定
め
る
た
め
に
届
け
出
が
必
要
で

す
。
届
け
出
が
な
い
と
住
所
が
決
め
ら

れ
な
い
た
め
。
異
助
な
ど
の
手
続
き
が

で
き
ま
せ
ん
。
建
築
確
昭
書
一
式
を
持

参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
瑤
物
は

以
前
と
変
わ
ら
な
い
が
、
所
有
者
や
ア

パ
ー
ト
等
遡
物
の
名
称
が
変
わ
っ
た
場

合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
の
で
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い

。

問
先
=
中
央
本
町

庁
舎
・
住
居
表
示
担
当

(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

千
住
本
庁
舎
地
下
駐
車
場
の
お
休
み

庁
舎
清
掃
、点
検
の
た
め
9
月
3
0
日

(
土
)
と
、1
0
月
7
日
(
土
)
は
畦
車
場
が

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

。

問
先
=

ま
ち
づ
く
り
公
社

(
3
6
0
4
)
7
7
6
1

常磐新線の都市計画決定について
都
で
は
、常
磐
新
練
の
新
洩
草
駅
(
仮

称
)
付
近
か
ら
都
県
境
ま
で
の
区
間
約

9
・
9
㎞
に
つ
い
て
、9
月
8
日
に
都
市
計

画
決
定
の
告
示
を
し
ま
し
た
。こ
れ
に

伴
い
、区
で
は
関
係
図
書
の
縦
覧
を
行

っ
て
い
ま
す
。今
回
決
定
さ
れ
た
計
画

の
概
要
の
う
ち
区
内
に
関
す
る
も
の
は

右
の
図
の
と
お
り
で
す
。区
間
=
荒

川
区
境
(
隅
田
川
)
か
ら
都
4
境
(
綾
瀬

川
)
ま
で
区
内
距
離
=
6
・
9
細
構
造

=
地
表
式
、か
さ
あ
げ
式
お
よ
び
地
下

式
開
業
予
定
=
平
虞
1
2
年
区
内
駅

名
(
仮
称
)
と
位
一
=
北
千
住
駅
(
北
千

住
駅
付
近
)
、青
井
駅
(
青
井
三
丁
目
付

近
)
、六
町
駅
(
六
町
四
丁
目
付
近
)

縦
覧
場
所
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
都

市
計
画
課

常磐新線計画(新浅草駅付近～都県境間)概要図
駅名仮称

平面図

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
暮
ら
し
の
健
康
・
介
護
セ
ミ
ナ
ー

1
0
月
2
8
日
(
土
)
、午
後
1
時
3
0
分
～
4

時
/

三
井
生
命
王
子
支
社
/

無
料
/

三

井
生
命
王
子
支
社

井
対

(
3
9
1
2
)
3
1
4
1

☆
第
3
期
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室
　
1
0

月
抄
一
日
・
2
6
日
、1
1
月
9
日
・
3
0
日
、

1
9
一
月
1
4
日
、午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0

分
/
千
寿
第
三
小
学
校
体
青
館
/
1
6
歳

以
上
の
方
、初
心
者
歓
迎
/
全
額
5
0
0
円

/
足
立
フ
ォ
1
ク
ダ
ン
ス
連
盟
長
谷

部
　
(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

☆
バ
ザ
ー
(
保
育
室
な
か
ま
)
　
1
1
月
3

貝
祝
)
、午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
3
時

(
雨
天
の
場
合
は
1
1
月
5
日
)
/
輿
野
公

園
/
日
用
品
の
提
供
を
(
m
一
月
2
0
日
ま

で
)
/
保
育
室
な
か
ま

(
3
8
8
6
)
7
2
8
7

☆
足
立
シ
ル
バ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
第
2

回
定
期
演
奏
会
　
1
0
月
1
5
日
(
日
)
、午

後
2

時
関
場
/

竹
の
獗
セ
ン
タ
ー
大
ホ

ー
ル
/

青
い
山
脈

、
知
床
旅
情
、
軍
隊

行
進
曲
ほ
か
/

無
料
/
村
上

霓
3
6
9
0
)
9
4
1
6

☆
女
性
合
唱
団
「葦
」第
2
回
定
期
演

奏
会
　
1
0
月
2
1
日
(
土
)
、午
後
6
時
3
0

分
開
演
/

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井

文
化
ホ
ー
ル
/

千
円
/

鈴
木

(
3
6
2
9
)
2
9
5
6

☆
足
立
フ
ナ
つ
り
大
会
　
1
0
月
8
日

(
日
)
、午
前
6
時
北
千
住
駅
集
合
(
雨

天
決
行
)
/
バ
ス
で
千
葉
県
佐
原
向
地

の
与
田
浦
/

大
人
4

千
円

、
中
学
生
以

下
2

千
沺
円
/

初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン

ま
で
歓
迎
/

清
水

(
3
8
9
7
)
6
6
8
7
(
夜
間
)

=
募

集
=

☆
ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

・
フ
レ
ッ
ド
」

午
後
7
時
～
9
時
/
竹
の
筱
セ
ン
タ
ー

ほ
か
/
ギ
タ
1
の
合
奏
を
中
心
と
し
た

サ
ー
ク
ル
/
月
額
4
千
円
/
日
原

(
3
8
8
4
)
4
7
5
7

☆
短
歌
教
室
　
第
一
・
三
木
曜
日
、午

後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
/
B
o
N
・

サ
ン
ス
千
寿
(
千
住
4
丁
目
)
/
月
額
s

円
程
度
(
教
材
費
実
費
)
/
矢
吹

(
3
8
5
5
)
6
1
3
5

☆
短
期
着
付
教
室
(
礼
装
2
カ
月
コ
ー

ス
)
　
月
～
土
の
中
か
ら
週
1
回
、朝
、

屋
、夜
/
峻
瀬
駅
そ
ぱ
/
入
会
金
千
9

円
、月
額
3
千
緊
円
(
稽
古
品
無
料
賃

し
出
し
)
/
杉
本

(
3
6
2
0
)
6
5
3
5

☆
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
(
モ
ア
ブ
ラ
イ
ア

ン
ト
)
　
毎
週
月
・
金
皿
日
、午
後
1

時
～
4
時
/
竹
の
塚
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ほ

か
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2
千
円
/
3
0

歳
～
4
0纔
の
男
女
/
菊
原

(
3
8
5
9
)
9
0
8
0

☆
く
り
し
ま
ク
ラ
ブ
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)
　

毎
週
水
・

‘土
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時

/
粟
島
中
学
校
体
育
館
/
月
額
9
円
/

張
関
　
(
3
8
8
9
)
9
8
1
8

☆
手
話
講
習
会
(
初
級
)
　
1
0
月
4
日
　

(
水
)
か
ら
毎
週
水
曜
日
、午
後
7
時

～
8
時
4
0分
/
亀
有
北
集
会
所
/
半
年

で
5
0
0円/
(
ガ
キ
に
て
申
込
/
小
林

大
谷
田
2
1
9
1
7

(
3
6
0
5
)
0
7
3
1

☆
硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
　
毎
週
土
・
日

曜
日
、
正
牛
～
午
後
3
時
/
区
内
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
/
4
0鎭
ま
で
の
方
/
入
会

金
3
千
円
、
月
額
2
千
円
/
吉
橋

(
3
8
7
0
T
5
9
5
(
午
後
9
時

以
降
)

☆
愛
唱
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
　
第
一
・

第
三
日
曜
日
、午
後
2
時
3
0分
～
5
時
、

月
1
回
水
曜
日
、
午
後
7
時
～
9
時
/

千
寿
第
四
小
学
校
/
月
額
2
千
円
/
童

謡
・
唱
歌
・
歌
謡
曲
な
ど
を
み
ん
な
で

歌
う
サ
ー
ク
ル
で
す
/
原

(
3
8
8
2
)
6
9
8
6
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ス ポ ー ツ
カーニバル' 95　
ファミリーウォーク
ラリ ー参加者募集

歩
く
こ
と
は
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

で
歹
。
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
わ
た

し
た
ち
の
街
「
あ
だ
ち
」
を
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
区
内
4
必一
場
を
出
発
し
て

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
1
を
目
掴
し
ま

す
。
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
各

。種
ス
ポ
ー
ツ
体
験
・
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
1

な
ど
の
催
し
が
盛
吟
だ
く
さ
ん
。
豪
華

賁
品
の
当
た
る
抽
遍
会
も
あ
ひ
ま
す
の

で

。
、」家
族
・
仲
間
同
士
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

期
日
l
狛一月
1
0日
(
祝
)

※
荒
天
中
止

受
付
―
午
前
1
0時
～
1
1

時
(
受
け
付
け
後
随
時
出
発
)

集
合
場

所
―
①
千
住
新
橋
緑
地
「
虹
の
広
場
」

②
生
涯
学
習
館
前
(
綾
瀬
駅
下
車
徒
歩
i

分
)

③
押
部
公
園
(
高
浜
セ
ン
タ
1

隣
)

④
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
1
多

目
的
広
場

対
象
―
区
内
在
住
・
在
助

の
方
S

用
―
無
料

申
込
L
I
(
程

度
の
グ
ル
ー
プ
で
当
日
直
接
最
寄
り
の

集
合
場
所
へ
(
個
人
参
加
は
会
場
で
グ

ル
ー
プ
に
な
り
ま
す
)

問
先一
千
住

本
庁
舎
・
体
育
振
興
佩

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

1
6ミ
リ
映
写
機
操
作

講

習

会

日
時
-
m
一
月
1
7
日
～
2
1
日
、2
4
・
K
m
、

午
後
6
時
1
8
時
3
0
分
場
所
-
青
年

セ
ン
タ
1
対
象
―
区
内
在
住
・
在
助

の
1
6
鎭
以
上
の
方
で
、全
日
程
受
講
可

觚
な
方
定
員
=
2
4
人
(
抽
選
)
費
用
-

無
料

申
込
―
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、職
巣
　

(
勤
務
先
)
、
「1
6
ミ
リ
講
習
会
応
募
」

と
明
記
期
限
1
1
0
月
7
日
必
着
申

・
問
先
I
中
央
図
書
館
〒
1
2
3
梅
田
7
-

1
3
1
1

　
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

10月1 日 区民の日

トク
ト
ク 情報

□ 郷土博物館無料公開
10月1 日lま無料公開日で゛r。郷土溥羲y館

は、5 月5 日、11月3 日、毎月第2 土丿曜日
も無料公開とな っています。 開館- 午 前9
時 ～午後5 時 間先 郷土博働館
3620 ―9393

□ 区内の銭湯無料開放
広～いお風呂でゆったり温泉気分を味わ

ってみませんカ丶。10月1 日は、すべての区
民の方が無料でご利用になれます。
問先一丁口二本r 忠・健康管理課
3882 ―1111㈹

世 帯と人 口( 7 年9 月1 日 現 在)
世 帯　261, 662

人 口　638, 40O 人
男　 323, 850 人
女 314, 550人

情 報 コ ー ナ ー

あ だちまつり

A- Fest a' 95 最近

ちゃん
と

遊んで

ます
か開 催 日

10月14日(土)・15日(日)

□ こども広場情報
毎年子供たちに人気の 「こども

広場」に、 今年は 「ペット 何でも
相談コ ーナー」・「ペ ット里 親さが
しコーナー」 が登場し ます。ペッ
トに黄味のある方はもちろん、そ
う でない方も ぜ ひご采 場くだ さ
い。くわしくは、「あだち広報」10

月10日号をご覧ください。
□ 記念T シャツ好評販売中
Mr . チ ャップン のT シ ャ ツを1, 200

円で販充中です。配念にどう
ぞ。

――いずれも――
問先= 足 立「冩区禺まつり委員必事
筋局( 中央 本町庁舎・地域振興課
育成佩) 　3880―5173

講座「レクリエーション
の こ こ が ポ イ ン ト 」

日 程等= 下表 対象=168! 以卜で
青少年育成活励にかかわっている
方 内容= レクリエーションにつ
いて、実際の 活動にS 用でき るも
のを学び、あわせて自分自身 の上
手な余暇の使い方も考えます 費
用一無料 申込= 電話 期限=10
月13 日 申・問先= 千住本庁舎・
少年育成佩 　3882 ―1111㈹

「レクリエーションの
こ こがポイント 」

※いずれも火曜日、午後7 時～9
時、場所は青年センター

レクリエーションホール

青年センターの 催し
青年講座 「盲導犬と一緒に
歩ける街 へ/ アイメイトを
知ってますか」

視覚障害者の日常生活を支え、
社会に参加し ていくためのサポー
ターが盲導犬です。この「盲導犬」
を通して、障書名の方たちに優し
い社会とはどんなも のなのかを 考
えます。 日程専一△ 10月7 日…
塙犀隆男氏( アイメイト協会専務
理事) △ 21日…星野有史氏( 東京
医療福祉 専門学校講師) と盲導犬
ミント 号、いずれも土曜 日、乍後2
時～4 時 対象= どなたでも

定員=30 人( 先着順) 費用= 無料
申込= 電 話 場・申・問先= 匐年・
センターI I 3890 ―0061

将来の横綱を目指して!
「こ
ど
も
相
撲
教
室

」

玉 ノ井 親方( 元 咄脇栃東関) ほか
現役力士( 東湖、屯窶、福東) が廈
接指導。力士の胸を借りて、思い

切り汗を蠹し ませんか。 日程等=
△ 10月14日、午後1 時～5 時…
講義 ・実技等 △ 10月15日、午前9
時 ～乍後5 時…●呎曽・試合等
場所= 千住ス ポ ーツ公園 相撲 湯(
千住緑町2 ―1 ―1) ふ4矗= 区nl l z i
住の小学校3 ～6 年生で両日

とも 参加 でき る方 定員=80 人(
先着順) 費用= 無料 申込= 電
話 ※ まわしは用意し ます。修了
者には日本相撲!皀会腮定の修了証
書を授与 期限- 10 月6 日 問先=
千住本庁舎 ・体育管理佩
3882一1111 ㈹

女性総合センターの催し

女性のための
ディベート入門講座

相手を言い負かすのが目的では
なく 、諭理的に考え る力や自己表
現力 、問題解決能力 のアップを目
指す「ディベート」をわかりやすく
紹介し 、実際に体験して学びます。
日程等= 右表 対象= 区内在住・
、舶・在学の女性で全回出席でき

る方 講師= ディベート 文化研究
所長東侑孝氏 定員=30 人( 柚遭)
費用= 無料 申込一往復ハガ キに
住所、氏名( フリガ ナ) 、年齢、電
話番号、希望理由、「ディベート講
座参加希望 」と明記 期限=10 月11
日必着

女性のためのディベート入門講座

※いずれも月曜日、午後6 時45分～8 時45分

男 女( わ た し) を考 え る講 座

「心 と から だ の リ ラッ ク ス
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」

私たち自身や異性のからだ、心

を考えることで、お互いを理解し 、
豊かな関係 を簗い てい く 講座で
す。男性も 女性も、カ ップ ルでも
お一人でも 、ぜひご 参加ください。
日程等= 「ヽ 表 対象= 区n 在住 ・
在勤・ 在学の男 女 定員=40 人(
抽選) 費用一無料 申 込= 往復
ハガキに住所 、氏名、電話番号、

希望理由、「男女( わたし) を考える
講座参加希望」と明記 ※ 2 歳か
ら学齢前のお子さんの保育を希望
する方は、子供の名前、生年月日
もお書きください( 保育定員は12
人。定貝を超え る場合は抽選。10
月5 日に保育 オリエ ン テーシ ョ
ン) 期限=10 月1 日必着

――いずれも――
場・申・問先= 女性総合セ ンタ ー
〒123 梅田7 ―33―1
3880―5222

男女(わたし)を考える講座

※ いずれも木曜日、午後6 時45分～8 時45分

暮らしっくスクール公開講座

「暮らしと哲学/ 哲学の
散歩 、時間 と自然」

こ んな時代だからこそ、気軽に
お聴きになりませんか? 日時=

10月17日( 火) 、午後6 時30分 ～8
時30分 場所= エル・ソフ ィア
対象= 区内在住・在勤の方 講師
一内山節氏( 哲学者) 定員=30 人(
先着順) 費用一無料 申込= 電
話 申・問先= 消費者センタ ー
3880―5385

◎「あ だち広報 」は再生 紙を使 用し ていま す K. T. C. 240, 000


